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主
な
記
事

２面…父子家庭も対象に、児童扶養手当／幼児２人同乗用
自転車購入費補助事業

４面…広報紙の広告主募集
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２
月
11
日
号
で
、「
さ
ら
す
手
づ

く
り
さ
ら
さ
ら
に
」と
題
し
て「
万

葉
集
」巻
十
四
の
有
名
な「
東
歌
」を

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、続
編
と
し
て
、

新
版「
府
中
市
の
歴
史
」の「
万
葉

集・
東
歌
」の
相
聞
歌
に
分
類
さ
れ

た
う
ち
、二
首
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

国
庁
や
、こ
の
た
び
、府
中
本
町

駅
前
で
そ
れ
と
目
さ
れ
る
遺
構
が

発
掘
さ
れ
た
国
司
の
館
で
は
、儀
礼

や
饗き

ょ
う
え
ん宴
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、こ
と

に
後
者
の
場
面
で
は
、和
歌
が
詠
み

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
宴
席
で
は

「
遊う

行か

女れ

婦め

」「
娘お

と
め女
」と
呼
ば
れ
た

女
性
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。彼
女
た
ち
は
国

府
の
地
に
あ
っ
て
、高
い
教
養
を
持

ち
、和
歌
な
ど
の
文
芸
に
も
優
れ
た

遊
女
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
小お

ぐ
き岫
が
雉き

ざ
し

立
ち
去い

に

し
宵
よ
り
背
ろ
に
逢あ

は
な
ふ
よ

（
武
蔵
野
の
ハ
ケ
の
雉キ

ジ

が
飛
び
去
る

よ
う
に
あ
の
人
は
行
っ
て
し
ま
っ

た
。あ
の
晩
か
ら
逢あ

っ
て
い
な
い
）

　

武
蔵
野
の
草
は
諸
向
き
か
も
か

く
も
君
が
ま
に
ま
に
吾あ

は
寄
り
に

し
を

（
武
蔵
野
の
草
が
、風
の
ま
ま
に
な

び
く
よ
う
に
、あ
な
た
の
心
の
ま
ま

に
寄
り
添
っ
て
い
ま
し
た
の
に
）

　

こ
の
歌
は
、万
葉
の
歌
碑
と
し

て
、け
や
き
並
木
の
最
南
端
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。「
武
蔵
野
」と
い
う

言
葉
が
九
首
中
五
首
に
あ
り
、題
詠

の
様
子
が
う
か
が
え
、国
司
の
館

で
、離
任
す
る
国
司
を
送
る
宴
で
の

女
性
歌
人
の
詠
み
歌
と
す
る
と
、も

し
か
し
て
、国
府
の「
遊
行
女
婦
」の

絶
唱
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
、ロ

マ
ン
は
限
り
な
く
広
が
り
ま
す
。

続
万
葉
集
・
東あ

ず
ま

歌

■応急活動訓練
▽会場 四谷小
▽内容 住民避難訓練、情報連絡訓練、電
気・ガス・通信施設復旧訓練、応急給水訓
練、炊出し訓練、医療応急訓練、物資輸送
訓練、初期消火訓練、倒壊家屋消火訓練、
調査飛行訓練、地震体験車「マグマⅡ」に
よる地震体験、防災資器材の展示ほか
■避難所運営訓練
▽会場 八中
▽内容 避難所誘導訓練、避難所開設訓
練、情報連絡訓練、避難所運用訓練（トイ
レ対策・飲料水対策・災害時要援護者対策
ほか）、資機材活用訓練

◇　　　◇　　　◇
▽日時 ８月22日（日）午前７時半～10時

■
家
の
耐
震
性
の
確
認

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、約
６
５
０
０
人
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
、そ
の
う
ち
９
割
以
上
の
方
が
地
震
発
生
後
14
分
以
内

に
、倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
、自
宅
の
耐
震
性
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
低
３
日
間
分
の
非
常
食
や
非
常
持
出
し
品
の
用
意

　

市
が
備
蓄
し
て
い
る
非
常
食
や
毛
布
な
ど
は
、地
震
に
よ

る
家
屋
の
倒
壊
や
焼
失
で
、避
難
の
際
に
非
常
持
出
し
が
で

き
な
く
な
っ
た
方
に
配
給
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、市
民
全
員
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
に
必
要
と
す
る
も
の
を
よ
く
考
え
て
、防
災
備
蓄

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
場
所
の
確
認

　

市
で
は
、避
難
す
る
場
所
や
避
難
生
活
を
行
う
施
設
を
次

の
と
お
り
指
定
し
て
い
ま
す
が
、ま
ず
は
近
く
の
公
園
や
広

場
な
ど
安
全
が
確
保
で
き
る
場
所
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
一
時
集
合
場
所（
市
立
小
・
中
学
校
の
校
庭
）…
自
宅
や
近

隣
の
住
宅
に
倒
壊
や
延
焼
火
災
な
ど
の
危
険
が
発
生
し
た
場

合
に
避
難
す
る
場
所

○
広
域
避
難
場
所（
河
原
な
ど
）…
大
規
模
な
延
焼
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
避
難
す
る
場
所

○
一
次
避
難
所（
市
立
小
・
中
学
校
の
体
育
館
・
教
室
）…
家
屋

の
倒
壊
や
焼
失
に
よ
り
自
宅
を
失
っ
た
方
が
避
難
生
活
を
行

う
場
所

○
二
次
避
難
所（
各
文
化
セ
ン

タ
ー

）…
一
次
避
難
所
で
の
生
活
が
困

難
な
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
が
避
難
生
活
を
行
う
場
所

　市では、地震災害に備えて、８月22日（日）に、総合防災訓練を行います。　市では、地震災害に備えて、８月22日（日）に、総合防災訓練を行います。
　市民と消防署・消防団などの防災関係機関との連携による「応急活動訓練」や市民が　市民と消防署・消防団などの防災関係機関との連携による「応急活動訓練」や市民が
自ら取り組む「避難所運営訓練」を実施しますので、ぜひ、ご参加ください。自ら取り組む「避難所運営訓練」を実施しますので、ぜひ、ご参加ください。
　問合せは、防災課災害対策係（３３５・４０９８）へ。　問合せは、防災課災害対策係（３３５・４０９８）へ。

訓練想定
　８月22日（日）午前７時、
多摩地域を震源とする震度
６弱の直下地震が発生し、特に
四谷、住吉町の一部地域に被害
が集中したことを想定して

訓練を行います。

震
災
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か

震災は震災は
忘れたころに忘れたころに
やってくる！やってくる！

８月22日（日）
午前７時半～10時
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父
子
家
庭
も
対
象
に

児
童
扶
養
手
当

　

８
月
１
日
か
ら
、父
子
家
庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

　

対
象
の
方
は
、市
役
所
６
階
子
育
て
支
援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、子
育
て
支
援
課
育
成
係（
３
３
５
・
４
１
０
０
）へ
。

障
害
の
あ
る
方
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当
・

障
害
者
手
当
の
受
付

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象 

自
宅
で
生
活
す
る
20
歳

未
満
の
市
民
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
の
保
護
者
、ま
た

は
養
育
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
、ま
た
は
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程

度
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
、

ま
た
は
愛
の
手
帳
３
度
程
度
の
方

③
難
治
性
て
ん
か
ん
、頭
部
外
傷

後
遺
症
の
あ
る
方

※
血
液
・
肝
臓
疾
病
な
ど
の
障
害

が
あ
る
方
や
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
方
で
も
、障
害
の

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
18
歳
に
な
っ
た
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
子
ど
も
、ま
た
は
20

歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
監
護
し
、か
つ
、生
計
が
同

一
の
父
で
、前
年
の
所
得
が
左
の

表
の
所
得
制
限
額
未
満
の
方

○
父
母
が
離
婚
し
て
い
る

○
母
が
死
亡
し
て
い
る

○
母
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

○
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

○
母
に
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る

○
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た

○
母
の
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が

明
ら
か
で
な
い

※
次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

○
子
ど
も
、ま
た
は
父
が
国
内
に

住
所
を
有
し
て
い
な
い
と
き

○
子
ど
も
、ま
た
は
父
が
公
的
年

金
給
付
、遺
族
補
償
な
ど
を
受
け

て
い
る
と
き

○
子
ど
も
が
父
の
配
偶
者（
事
実

上
の
配
偶
者
を
含
む
）に
養
育
さ

れ
て
い
る
と
き（
一
定
の
障
害
の

あ
る
母
を
除
く
）

○
子
ど
も
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て

い
る
と
き
、ま
た
は
児
童
福
祉
施

設
、少
年
院
、少
年
鑑
別
所
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
と
き

▽
手
当
月
額　

９
８
５
０
〜
４
１

７
２
０
円

※
２
人
目
は
５
０
０
０
円
、３
人

目
以
降
は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
開
始
月　

申
請
月
の
翌
月

分
か
ら

※
11
月
30
日（
火
）ま
で
に
申
請
し

た
場
合
、次
の
と
お
り
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
。

○
７
月
31
日
現
在
、支
給
要
件
に

該
当
す
る
方
…
８
月
分
か
ら

○
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
支

給
要
件
に
該
当
す
る
方
…
要
件
に

該
当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

▽
申
込
み 

決
め
ら
れ
た
用
紙

（
子
育
て
支
援
課
に
用
意
）、印
鑑
、

戸
籍
謄
本
、申
請
者
名
義
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
な
ど
を
持
っ

て
、子
育
て
支
援
課
へ
／
郵
送
不

可※
８
月
28
日
、９
月
25
日（
土
）午

前
８
時
半
〜
正
午
は
、子
育
て
支

援
課
で
申
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

状
況
に
よ
り
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
所
得
基
準
を
超
え
る
方
、施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
、障
害
を
理

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
支
給
月
額　

①
５
０
７
５
０

円
、②
３
３
８
０
０
円
、③
３
３
８

０
０
〜
５
０
７
５
０
円

■
障
害
者
手
当

▽
種
類
・
対
象
・
支
給
制
限
・
支
給

月
額　

左
の
表
の
と
お
り

■
各
種
手
当
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
現

況
届
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

障
害
者
福

祉
課
援
護
係（
３
３
５
・
４
１
６
２

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６
８
・
６
１
２
６
）へ

◆障害者手当一覧◆
種　　類 対　　象 支給制限 支給月額

特別障害者手当
（国）

○身体障害者手帳１・２級、愛の手
帳１・２度程度の重複障害、または
これらと同等の疾病、精神障害が
あるため、常時介護が必要な20歳
以上の方

○施設入所者
○本人、または扶養義務者など
の所得が基準額を超える方
○３か月以上入院している方

26,440円

障害児福祉手当
（国）

○身体障害者手帳１・２級、愛の手
帳１・２度程度、またはこれらと同
等の疾病、精神障害があるため、常
時介護が必要な20歳未満の方

○施設入所者
○本人、または扶養義務者など
の所得が基準額を超える方
○障害年金、または特別障害給
付金受給者（経過的福祉手当の
み）

14,380円

経過的福祉手当
（国） ○現在受給している方のみ

心身障害者（児）
福祉手当（都・市）

○身体障害者手帳１・２級の方
○愛の手帳１～３度の方
○脳性まひ、進行性筋い縮症の方

○施設入所者
○本人、または扶養義務者など
の所得が基準額を超える方
○65歳以上で新規に申請する
方
○20歳未満で、保護者が児童育
成手当の障害手当を受給してい
る方

15,500円

心身障害者（児）
福祉手当（市）

○身体障害者手帳３・４級の方
○愛の手帳４度の方 7,500円

指定疾病手当
（市）

○都難病医療費助成の医療券を受
けている方 8,500円

※心身障害者（児）福祉手当（都・市）、心身障害者（児）福祉手当（市）、指定疾病手当（市）の併給はできません。

■事務職上級（大卒程度）
▽対象 昭和59年４月２日から平成
元年４月１日に生まれた方
■事務職初級（身体障害者対象・高卒
程度）
▽対象 昭和58年４月２日から平成
５年４月１日に生まれ、次のすべて
に該当する方
〇身体障害者手帳の交付を受けてい
ること
〇介護者なしに通勤ができ、職務を
遂行できること
〇通常の勤務時間（原則週38時間45
分、１日７時間45分）に対応できるこ
と
〇活字印刷（フォントサイズ10ポイ
ント程度）による出題に対応できる
こと
〇口頭による面接に対応できること
■技術職（①土木・②建築）上級（大卒
程度）
▽対象 昭和57年４月２日から平成
元年４月１日に生まれ、①土木・②建

築関係の学科を履修した方
■①看護師職・②保育士職・③栄養士
職中級（短大卒程度）
▽対象 ①昭和51年４月２日以降・②
③昭和61年４月２日以降に生まれ、①
看護師免許・②保育士資格・③栄養士
免許をもつ方、または平成23年３月
31日（木）までに実施される国家試験
などで免許・資格を取得見込みの方

◇　　　◇　　　◇
▽試験日 ９月19日（日）
▽募集人数　事務職上級…約30人、
事務職初級・技術職・看護師職・保育
士職・栄養士職…各若干名
▽募集要項　８月13日（金）まで、市
役所１階市民相談室、市政情報セン

ターで
配布
※要項は、市のホームページからダ
ウンロードできます。
▽申込み ８月13日（金）午後５時ま
でに、市役所北庁舎３階会議室ヘ
▽問合せ 職員課人事係（３３５・４
０５１）

８月13日（金）まで受付８月13日（金）まで受付
平成23年度市職員募集平成23年度市職員募集

◆所得から控除できる金額（父子家庭の場合）◆

老人控除対象配偶者 100,000円

老人扶養親族（１人につき） 100,000円

老人扶養親族（１人につき）（扶養義務者などの場合） 60,000円

特定扶養親族（１人につき） 150,000円

社会保険料相当額（一律控除） 80,000円

普通障害者・勤労学生控除 270,000円

特別障害者控除 400,000円

特別寡婦控除（扶養義務者などの場合） 350,000円

雑損・医療費・小規模企業共済等掛金控除
控除相当額

配偶者特別控除
※ 扶養義務者などの老人扶養親族（１人につき）は、扶養親族が老人扶養親族
のみの場合、1人目を除きます。

◆児童扶養手当所得制限額◆
扶養人数 本　　人 扶養義務者など

０人 1,920,000円 2,360,000円

１人 2,300,000円 2,740,000円

２人 2,680,000円 3,120,000円

３人 3,060,000円 3,500,000円

４人 3,440,000円 3,880,000円

５人以上 １人増すごとに、380,000円を加算
※養育費は、所得として合算されます。

　市では、次代を担う子どもの
安全と自転車交通事故防止を図
るため、府中輪業組合と共同で
幼児２人同乗用自転車購入費補
助事業を実施します。
▽対象 市に住民票、または外
国人登録原票があり、９月１日
（水）現在、６歳未満の幼児が２
人以上いる保護者
▽台数 30台（抽せん）

▲子どもの安全のために

▽内容 アンジェリーノAN26
3（幼児用後部座席付き、茶色、
62645円）の購入金額から20000
円補助
※無料で６・12か月点検が受け
られます。
※購入後５年以内で乗車できる
自転車は、府中輸業組合加盟店
（一部を除く）で、１台3000円以
上で買い取ります。

▽申込み ８月25日
（水）まで（必着）に、
往復はがき（１世帯
１枚）に住所、氏名
（ふりがな）、幼児の
生年月日、電話番号、
返信用あて名を記
入して、〒183－8703
環境安全部地域安全
対策課へ
▽問合せ 地域安全
対策課安全係（３３
５・４１４７）

幼児２人同乗用自転車幼児２人同乗用自転車
購入費補助事業購入費補助事業
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早
期
発
見
が
大
切
で
す

胃
が
ん
検
診

委
員
を
委
嘱

特
別
職
報
酬
等
審
議

会

委
員
を
選
任

庁
舎
建
設
検
討
協
議

会

　

８
月
４
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
市
長
か
ら
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、職
員
課
人
事
係（
３

３
５
・
４
０
４
９
）へ
。

■
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
会
長
代
理
で
す
。

【
各
種
団
体
】

▽
杉
山
健
一（
日
新
町
）

◎
伊
達
和
男（
府
中
町
）

▽
都
筑
康
夫（
晴
見
町
）

▽
中
島
豊
春（
宮
西
町
）

▽
浜
中
重
美（
宮
町
）

▽
山
崎　

猛（
小
柳
町
）

　

７
月
21
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、政
策
課（
３
３
５
・

４
０
０
６
）へ
。

■
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
委
員

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
学
識
経
験
者
】

◎
倉
田
直
道（
工
学
院
大
学
教
授
）

○
小
林
正
美（
明
治
大
学
教
授
）

▽
野
沢
正
光（
武
蔵
野
美
術
大
学

客
員
教
授
）

【
関
係
団
体
代
表
者
】

▽
臼
井
一
眞（
む
さ
し
府
中
青
年

会
議
所
）

▽
大
谷
将
之（
府
中
市
青
年
会
連

合
会
）

▽
大
津
貞
夫（
府
中
市
社
会
福
祉

協
議
会
）

▽
金
子
崇
裕（
府
中
市
立
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

▽
河
井　

文（
障
害
者
団
体
）

▽
杉
山
健
一（
連
合
三
多
摩
東
部

第
二
地
区
協
議
会
）

▽
田
辺
十
二
子（
府
中
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）

▽
堤　

薫（
む
さ
し
府
中
商
工
会

議
所
）

　

市
で
は
、狭
あ
い
道
路
を
解
消

す
る
た
め
、狭
あ
い
道
路
拡
幅
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、建
築
基
準
法

で
定
め
ら
れ
た
４
メ
ー
ト
ル
以
上

の
道
路
幅
員
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、道
路
の
中
心
線
か
ら
２
メ
ー

ト
ル
以
上
後
退
し
た
線
ま
で
の
後

退
用
地
と
、角
地
の
隅
切
用
地
を

市
に
寄
付
し
た
場
合
に
、市
の
負

担
で
測
量
・
分
筆
・
所
有
権
の
移
転

な
ど
を
行
い
、奨
励
金
な
ど
を
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
土
地

○
道
路
と
民
地
の
境
界
が
確
定
し

て
い
る
土
地

○
道
路
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
未
満

で
、市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
に

接
す
る
土
地

※
建
築
基
準
法
な
ど
の
道
路
種
別

の
確
認
が
必
要
で
す
。

▽
奨
励
金
な
ど
の
額

○
後
退
用
地
…
固
定
資
産
税
評
価

額（
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
）の
10
分
の

１
に
面
積
を
乗
じ
た
額

○
隅
切
用
地
…
固
定
資
産
税
評
価

額（
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
）の
２
分
の

１
に
面
積
を
乗
じ
た
額

○
測
量
・
分
筆
な
ど
の
登
記
に
必

要
な
費
用

○
門
・
塀
・
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、撤
去
・
移
設
の
工
事
費
の
一
部

※
後
退
・
隅
切
用
地
の
奨
励
金
の

限
度
額
は
合
計
で
50
万
円
で
す
。

▽
問
合
せ　

管
理
課
狭
あ
い
道
路

安
全
で
快
適
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

▽
日
程 

10
月
１
日（
金
）・
５
日

（
火
）・
７
日（
木
）・
12
日（
火
）・
15

日（
金
）・
19
日（
火
）・
21
日
・
28
日

（
木
）、11
月
２
日（
火
）・５
日（
金
）・

10
日（
水
）・
11
日（
木
）・
17
日（
水
）・

19
日（
金
）・
25
日（
木
）・
30
日（
火
）

の
午
前
中

※
検
診
日
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

▽
会
場 

都
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー（
武
蔵

台
２
の
９
）

▽
対
象 

昭
和
56
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
の
市
民

※
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
平
成
22
年
度
に
市
の
胃
が
ん
検

診
を
受
け
た
方

○
食
道
、胃
、十
二
指
腸
な
ど
の
手

術
を
受
け
た
方
、ま
た
は
現
在
、病

気
治
療
中
、経
過
観
察
中
の
方

○
妊
娠
中
、ま
た
は
そ
の
可
能
性

の
あ
る
方

○
過
去
１
年
以
内
に
手
術
を
し
た

方
、ま
た
は
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
を
発
病
し
た
方

○
重
度
の
病
気
で
治
療
中
の
方

○
腸
閉
そ
く
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
方

○
過
去
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
ア

レ
ル
ギ
ー
過
敏
症
状
が
あ
っ
た

方○
自
力
で
立
ち
続
け
る
こ
と
、ま

た
は
撮
影
台
の
手
す
り
を
自
分
で

つ
か
む
こ
と
が
困
難
な
方

○
職
場
な
ど
で
受
診
の
機
会
が
あ

る
方

○
技
師
の
指
示
に
従
っ
て
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
こ
と
が
困
難
な
方

▽
定
員 

７
１
０
人（
抽
せ
ん
）

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
の

Ｘ
線
間
接
撮
影

▽
申
込
み 

８
月
17
日（
火
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、電
話

番
号
、返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
、保
健
セ
ン

タ
ー

分
館「
胃
が
ん
検
診
」

係（
〒
183
―
0055
府
中
町
１
の
30
）へ

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー

分
館
成
人
保

健
係（
３
６
８
・
６
５
１
１
）

▽
浜
中
重
美（
府
中
市
商
店
街
連

合
会
）

▽
藤
田
恵
美（
女
性
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
）

▽
横
道
邦
彦（
府
中
市
自
治
会
連

合
会
）

【
関
係
行
政
機
関
職
員
】

▽
阿
部
信
雄（
府
中
警
察
署
）

▽
野
崎
俊
幸（
府
中
消
防
署
）

【
公
募
市
民
】

▽
阿
部
洋
一（
矢
崎
町
）

▽
内
海　

博（
本
町
）

▽
松
壽
真
一
郎（
南
町
）

▽
室　

英
治（
住
吉
町
）

【
学
識
経
験
者
】

▽
菊
池
朝
子（
西
原
町
）

○
関　

和
子（
栄
町
）

【
公
募
市
民
】

▽
上
野
雅
代（
住
吉
町
）

▽
矢
ケ
﨑
都
詩
子（
紅
葉
丘
）

係（
３
３
５
・
４
３
２
７
）

８
月
８
月
1515
日（
日
）は
終
戦
記
念
日
で
す

日（
日
）は
終
戦
記
念
日
で
す

　

府
中
市
は
、昭
和
61
年
８
月
15
日
に
、世
界
平
和
へ
の
願
い
と
愛

す
る
郷
土
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
決
意
の
も
と
に「
府
中
市
平
和
都

市
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日（
日
）の
終
戦
記
念
日
に
は
、先
の
大
戦
に
お
い
て
犠

牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
め
い
福
と
世
界
の
平
和
を
祈
っ

て
、黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
企
画
係（
３
３
６
・５
７
１
１
）

へ
。

◆狭あい道路拡幅整備例◆

建
て
替
え
ら
れ
た

建
て
替
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　

建
物

　
　
　
　
　

建
物

既
存
の
建
物

既
存
の
建
物

２メートル
以上

幅員４メートル未満の
現況道路

隅切用地
（奨励金の対象）

後
退
用
地

後
退
用
地

（
奨
励
金
の
対
象
）

（
奨
励
金
の
対
象
）

２メートル
以上

２メートル２メートル
以上以上

市が管理している道路

建
て
替
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　

建
物

既
存
の
建
物

中
心
線

後
退
用
地

（
奨
励
金
の
対
象
）

２メートル
以上

■琴の香りコンサート　８月28日
（土）午後２時　ルミエール府中／無
料／曲目は「百万本のバラ」「東京の
灯よいつまでも」ほか／主催は琴伝
流大正琴・琴香会／当日直接会場へ
／問合せは吉田宅（367・1414）へ
■歌声夏まつり「歌声どんちゃか」　
８月29日（日）午後１時～５時　ルミ
エール府中／費用1000円／内容は愛
唱歌・世界の民謡などを歌う／当日
直接会場へ／問合せは河野あて（09
0・4417・6344）へ
■府中平和まつりフリーマーケット

出店者募集　９月５日（日）午前10時
～午後３時　府中公園／雨天中止／
対象は営利を目的としない市民／先
着100区画／出店料１区画1000円／
主催は同まつり実行委員会／申込み
は８月25日（水）まで（必着）に、往復
はがきに希望区画数を記入して、納
村万智栄宅（〒183－0033分梅町１の
７の５）へ／問合せも同あて（080・10
65・3892）へ
■コラージュとガラス絵展　８月14
日（土）から20日（金）午前11時～午後
６時15分（14日は正午から、20日は午
後６時まで）　府中グリーンプラザ
分館／無料／主催はコラージュ絵の
会／問合せは鹿島宅（302・6873）へ
■伝統文化子ども囲碁教室　①９月
４日から平成23年１月15日の土曜
日、②９月18日から平成23年１月22
日の土曜日、③９月４日から平成23
年１月22日の土曜日　午後１時半～
３時半（各全10回）　①中央・②白糸
台・③西府文化セン

ター／対象は小・中学生
／無料／講師は囲碁を楽しむ会会員
／主催は同会／申込みは電話で、ま
たはＦＡＸに希望会場を記入して、
同会へ／問合せも同会（314・3433＝
ＦＡＸ同番）へ、午後１時～５時に
■東京競馬場「初心者体験乗馬」　９

月９日（木）・15日（水）午後１時半～
４時半　同競馬場／対象は乗馬未経
験で、18～50歳の健康な方／定員各
日12人（抽せん）／費用1000円（保険
料）／申込みは９月３日（金）まで（必
着）に、はがきに参加希望日を記入し
て、同競馬場乗馬セン

ター「初心者体験乗
馬」係（〒183－ 0024日吉町１の１）へ
／問合せも同競馬場（363・3141）へ、
月・火曜日を除く午前９時～午後５
時に
■ビームライフル講習会　８月22日
（日）午後零時45分～２時半　郷土の
森総合体育館／対象は高校生相当以
上の方／費用500円／体育館履き持
参／主催は府中市ライフル射撃協会
／申込みは８月20日（金）まで（必着）
に、はがき、またはＦＡＸ（042・573・
9738）に年齢を記入して、新田宅（〒
183－ 0042武蔵台１の20の51）へ／
問合せも同宅（042・573・1578）へ
■市民健康講演会「そっと忍び寄る
恐るべし糖尿病…学んでガッテン」
　９月11日（土）午後１時半～３時　
府中グリーンプラザ／先着300人／
無料／講師は犬飼敏彦氏（獨協医科
大学越谷病院教授）／当日直接会場
へ／問合せは府中市医師会（364・13
37）へ

■初級中国語体験会　８月26日（木）
午前９時半～11時半　片町文化セン

ター／
先着15人／無料／内容は中国語の声
調変化／講師は趙　建軍氏（中国語
講師）／主催は府中ニーハオ会／申
込み・問合せは肖あて（090・6024・70
50）へ
■パン講習会「バターロールの生地
を使って」　９月６日（月）午前10時
～午後２時　中央文化セン

ター／先着12人
／費用1200円（受講料・材料費）／内
容はハムロール、シナモンロールほ
か／主催は多摩友の会府中小金井方
面／申込みは電話、またはＦＡＸで
関宅へ／問合せも同宅（368・7125＝
ＦＡＸ同番）へ
■組ひも体験　８月30日（月）午後１
時～４時　府中グリーンプラザ／対
象は組ひも未経験者／先着15人／費
用1000円（材料費）／内容はビーズ入
り組ひも、眼鏡ひもの制作／講師は
日本組紐工芸会講師／申込み・問合
せは深見宅（336・3044）へ、午後６時
～８時に
■「むさし野歌会」会員募集　活動は
毎月第１土曜日の午後１時～４時半
　教育セン

ター／費用月額500円／内容は
短歌／申込み・問合せは武田宅（361・
3844）へ

※「ひろば」欄で、はがきなどの申込みは、住所・氏名・電話番号を記入してください。

　「ひろば」欄は、市民の皆さんの
グループ活動で、市が共催・後援・
協賛する催しや市内の会場で行わ
れる催し、団体の会員募集などを
掲載します。
　掲載内容は、当事者間で責任を
お持ちください。
　掲載の申込みは、発行日（１日・
11日・21日）の約１か月前まで（必
着）に、登録団体は登録窓口の課
へ、新規に活動を始める団体は電
話で広報課へ。
　問合せは、広報課広報担当（３３
５・４０１９）へ。
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栄養改善事業「親子食育教室～朝
ごはんで元気になろう！」／Ｆ
▽日時 ８月26日（木）午前10時半～午
後２時
▽会場 ルミエール府中
▽対象 小学生と保護者
▽定員 先着12組24人
▽費用 無料
▽内容 バランスが良く簡単な朝食の
講話、調理実習
※エプロン、三角きん、マスク、ふきん、
台ふきんを持参してください。
▽講師 栄養士
▽申込み ８月12日（木）から電話で保
健セン
ター分館へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

自転車は自転車駐車場へ

　市では、市民の良好な生活環境を
確保するため、８月から、特に放置自
転車が増加する夜間の自転車誘導整
理、撤去活動など、市内各駅周辺の放
置自転車対策を強化しています。
　自転車を利用する場合は、自転車
駐車場をご利用ください。皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
　問合せは、地域安全対策課施設管
理係（３３５・４０６９）へ。

大規模開発事業の土地利用
構想の縦覧
▽期間 ９月１日（水）まで（土・日曜
日を除く）

▽場所 市役所７階計画課
▽内容
○開発事業者　文化学園
○所在地 府中町３の１の１外
○面積 1,952.29平方メー

トル

○土地利用目的　共同住宅（学生寮）
※住みよいまちづくりの推進を図る
見地から意見のある方は、９月８日
（水）まで（郵送の場合は〒183－8703
都市整備部計画課に必着）、意見書を
提出できます。
▽問合せ 計画課地域まちづくり担
当（３３５・４４３１）

平成22年度エコハウス
設備設置補助金を終了

　平成22年度エコハウス設備設置補
助金の受付は、終了しました。
　問合せは、環境政策課環境改善係
（３３５・４１９６）へ。

ジュニアバレーボール大会
参加チーム募集
▽日時 ９月12日（日）午前８時半
▽会場 郷土の森総合体育館
▽対象 市民、市内在学の女子小学
生で、スポーツ傷害保険に加入し、保
護者の同意を得ている方
▽チーム編成　１チーム12人以内／

監督・責任者は18歳以上の方
▽申込み ８月25日（水）までに、決め
られた用紙（市役所８階生涯学習ス
ポーツ課に用意）で、生涯学習スポーツ
課へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課スポー
ツ振興係（３３５・４４７７）

■教育委員会定例会
　８月19日（木）午後１時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課へ
／問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ
■建築審査会
　８月20日（金）午後３時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは建築指導課管理係
（３３５・４４７９）へ
■美術館運営協議会
　８月21日（土）午後１時半　府中市美
術館／傍聴希望の方（先着10人）は前日
までに、電話、またはＦＡＸ（３３５・７
５７６）で同館へ／問合せは同館（３３
６・３３７１）へ
■地域包括支援セン

ター運営協議会
　８月23日（月）午後１時半　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
10人）は当日直接会場へ／問合せは高
齢者支援課給付指導係（３３５・４０３
１）へ

　市では、広報紙「広報ふちゅう」
に広告掲載を希望する事業者や自
営業の方を次のとおり募集しま
す。
▽掲載号 10月１日号から平成23
年３月21日号（月３回発行）
▽発行部数　１号当たり約87000
部
▽広告の規格　１枠当たり縦4.2
センチメー

トル×横7.8センチメー
トル／黒１

色
▽掲載枠数　１号当たり６枠（全

広報紙の広告主募集
108枠／抽せん）
▽広告料 １号１枠当たり30000円
（税込み）／デザイン、版の製作費用
は実費負担
▽申込み ８月20日（金）までに、広
告代理店の共同印刷所（寿町３の
13＝３６８・２００１）へ／原則１業
者１枠／予定数に達しない場合は９
月１日（水）から先着順で受付
▽問合せ 広報課広報担当（３３５・
４０１９）

　熱中症は、屋外だけでなく、屋内でも風通しが悪く、湿度が高いなどの場
合に発症することがあります。
　今年はとても暑い日が続いていますので、熱中症にならないように気を
つけましょう。
　問合せは、保健センター分館成人保健係（３６８・６５１１）へ。

熱中症の症状と対応
■熱中症の症状
　痛みを伴う筋肉のけいれん、め
まい、意識障害、吐き気、おう吐、け
ん怠感、脱力感、のどの渇き、尿量
の減少、体温上昇、発汗多量、皮膚
の乾燥など
■熱中症になってしまったら
○風通しの良い日陰や冷房の効い
た所に移動しましょう
○衣服をゆるめて、体を楽にしま

熱中症を防ぐために
■屋外では
○外出時は、帽子をかぶる、日傘をさ
すなど、直射日光に当たらないよう
にしましょう
○こまめに休憩
し、水分補給を
しましょう。水
分補給には、ス
ポーツドリンク
や薄い食塩水

熱中症を 予防
しよう！

（水500ミリリッ
トルに塩１グラ

ム の割合）を
とりましょう
○炎天下や非常に暑い場所での長
時間の作業・運動は避けましょう
■室内では
○窓際など日当たりのよい場所を
避けましょう
○風通しを良くして、高温多湿に
ならないようにしましょう
○動いていなくても、水分補給を
しましょう

しょう
○冷たい水で冷やしたタオル、
冷たい水を入れた容器などを、
わきの下や足の付け根にあて、
体を冷やしましょう
○水分補給をしましょう。ただ
し、意識障害などがあり自力で
飲めない場合は、無理にする必
要はありません
○応急処置をした後は、早めに
医療機関で受診しましょう

▲親子で楽しく朝食を

▲住みよいまちを目指して

■東京農工大学「子どもの『樹木博
士』認定」　８月28日（土）午前９時
～正午、午後１時～４時　同大学
／対象は小・中学生（保護者同伴
可）／定員各回60人／無料／内容
は覚えた樹木名の数に応じて、樹
木博士の称号を認定／申込みは８
月25日（水）まで（当日消印有効）
に、はがき、またはＦＡＸ（367・57
48）に希望時間を記入して、〒18
3－8509同大学農学部・渡辺あて
へ／問合せも同あて（367・5810）へ
■都立国立高校公開講座「中学生
のための楽しい理科教室」　11月
６日・13日、12月４日・11日・18日

（土）午後２時～５時（全５回）　同校
／対象は中学１・２年生の都民／定員
20人（抽せん）／費用1500円（材料費・
保険料）／内容は物理、化学、生物分
野の実験／講師は同校理科教諭／申
込みは９月６日（月）まで（当日消印
有効）に、往復はがきで同校「公開講
座」係（〒186－0002国立市東４の25
の１）へ／問合せは同校・板山あて
（042・575・0126）へ
■非行や福祉犯罪の被害など少年全
般についての相談　月曜から金曜日
の午前８時半～午後５時15分　立川
少年セン

ター（立川市柴崎町）／内容は少年
の家出や非行問題、福祉犯罪の被害
の悩みなどの面接・電話相談／問合
せは同セン

ター（042・522・6938）へ

※「官公庁」欄で、はがきなどの申込みは、住所・氏名・電話番号を記入してください。
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福祉まつり・元気一番まつり
「元気一番川柳」募集
　福祉への理解や介護予防の推進など
を目的に、10月16日（土）・17日（日）に府
中公園で開催する「福祉まつり・元気一
番まつり」で、健康や介護予防について
の川柳を募集します。
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
※作品は１人１点で、未発表のものに
限ります。
※応募作品は当日展示するほか、事前
に選考した10点で投票を行います。
※優秀者には記念品を差しあげます。
▽申込み ９月15日（水）までに、決め
られた用紙（市役所１階高齢者支援課、
介護予防推進セン

ター、各地域包括・在宅介護
支援セン

ターに用意）で、高齢者支援課、介護
予防推進セン

ター、各地域包括・在宅介護支援
セン
ターへ
▽問合せ 高齢者支援課予防マネジメ
ント担当（３３５・４１１７）

子育てひろば「ほののぼ」
参加者募集

　在宅で子育てをしている親子を対象

に、子育て事業を開催します。
▽日時 ９月15日・22日・29日、10月
６日（水）午前10時～11時半（全４回）
▽会場 白糸台文化セン

ター

▽対象 平成21年10月から平成22年
１月生まれの乳児と保護者で初めて
参加する方／兄姉の参加不可
▽定員 先着10組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情
報提供ほか
▽申込み・問合せ　保育課地域子育
て支援担当（３３５・４３４１）へ

スイーツスタンプラリー
参加店舗募集

　府中観光協会では、観光・商業振興
のため、平成23年１月から３月に開
催するスイーツスタンプラリーに、
菓子・デザートを出品する店舗を募
集します。
▽対象 市内で菓子・デザートを販
売している店舗
▽費用 無料
▽内容 府中ならではの素材を使っ
た菓子・デザート、府中にゆかりのあ
る名称の菓子・デザート／１店舗１
品
▽申込み ８月31日（火）まで（必着）
に、決められた用紙（市役所４階経済

観光課、観光情報セン
ターに用意）で、経済

観光課、または観光情報セン
ターへ

▽問合せ 経済観光課観光係（３３
５・４０９５）、または府中観光協会
（３０２・２００８）

市民活動支援事業「子どもた
ちのお店をオープンします」
　職業体験プログラムに参加してい
る小・中学生が、販売実習や学習成果
の発表を行います。
▽日時 ８月25日（水）午前10時～午
後４時
▽会場 フォーリス
▽内容 銀アクセサリーの販売、リ
サイクル服の交換会、組ひも体験ほ
か
▽問合せ 市民活動支援課支援係
（３３５・４０３５）、または純銀アー
ト協会事務局（０９０・９３７４・７
４５２）

市民活動支援事業「色で
心をのぞいてみよう！」

▽日時 ①９月10日・17日（金）午前
９時50分～11時半・26日（日）午後２
時～３時半・②12日・19日（日）午前９
時50分～11時半・26日（日）午後２時
～３時半（各全３回）
▽場所 武蔵台文化セン

ター

▽対象 小学生以下の子どもの保護
者（26日は子ども同伴）
▽定員 各６人（抽せん）
▽費用 3000円（材料費含む）
▽内容 ぬり絵を使用した色彩セラ
ピーと親子で大きな絵をかく
▽申込み ８月29日（日）までに、電
話で、またはＦＡＸに参加希望日、住
所、氏名、電話番号、託児（②のみ、４
歳以上、費用１人500円）希望の有無、
子どもの参加人数・年齢を記入して、

川上宅へ
▽問合せ 市民活動支援課支援係（３
３５・４０３５）、または川上宅（３６
０・００２４＝ＦＡＸ同番）

市民活動支援事業「江戸しぐさ
府中楽校～寺子屋を楽しむ」
▽日時 ９月13日から12月６日の月曜
日　午後２時～３時半（全10回）
▽会場 西府文化セン

ター

▽定員 先着30人
▽費用 2800円（教材費ほか）
▽内容 肩引きや傘かしげなどの江戸
しぐさを学び、仮名の手習いで古文書
に親しむ
▽講師 荒井紫峰氏（書道家）ほか
▽申込み 電話、またはＦＡＸで大江
戸文化振興ネットワーク・土屋あて（０
４２・４８８・５３８５＝ＦＡＸ同番）へ
▽問合せ 市民活動支援課支援係（３
３５・４０３５）、または大江戸文化振
興ネットワーク事務所（３６０・８２２
６）

かんきょう塾「府中の地形と
自然環境を知ろう」
▽日時 ８月28日（土）午後２時～４時
▽場所 郷土の森博物館
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
▽定員 30人（抽せん）
▽費用 100円、中学生以下無料
▽内容 府中の地形や豊かな緑の成り
立ち、自然環境の移り変わりを学ぶ
▽講師 中村武史氏（郷土の森博物館
学芸員）
▽申込み ８月20日（金）正午までに、
電話で、またはＦＡＸ（３６１・００７
８）に参加希望者全員の住所・氏名・年
齢、電話番号を記入して、環境政策課へ
▽問合せ 環境政策課環境改善係（３
３５・４１９６）

　市では、ケーブルテレビを活用した行政広報番組、テレビ広報「まるごと
府中」を毎日放送しています。府中らしい魅力ある情報を、分かりやすくお
伝えします。
　ぜひ、ご覧ください。
　問合せは、広報課広報担当（３３５・４０１９）へ。

▽日時 毎日の午前９時、
正午、午後８時（15分番組）
▽番組 J：COMチャンネ
ル（アナログ放送は２チャ
ンネル、地上デジタル放送
は11チャンネル）
▽内容 市の施策、各種制
度の紹介、催し物情報ほか
※内容は毎月１日・11日・21
日に更新します。
※一部手話通訳がありま
す。

▲

身
近
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

テレビ広報

「まるごと府中」放映中！

　市では、スポーツタウン府中の実
現に向けて、「スポーツ振興推進計
画」に基づいた施策を進めています。
スポーツの中でも「みるスポーツ」
は、年齢などにかかわらず、だれでも
楽しむことができ、夢を抱き、感動を
味わうことができます。
　８月21日（土）に、市内を拠点に活
動する東芝ブレイブルーパスとサン
トリーサンゴリアスが、リーグ開幕
を目前にしたプレシーズンマッチを
行います。
　この機会に、ラグビー国内最高峰
のトップリーグで優勝が期待される
両チームを、ぜひ、応援しましょう。

▲大観衆の声援を力に

▲

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

また、当日は両チームのグッズが
当たる抽せん会なども行います。
▽日時 ８月21日（土）午後７時
▽会場 東芝府中事業所
▽費用 無料
▽申込み 当日直接会場へ
※運動靴でお越しください。
※車での来場はご遠慮ください。
▽問合せ 生涯学習スポーツ課ス
ポーツ振興係（３３５・４４７７）、
または東芝ラグビー部事務局（０
３・３４５７・２２２９）

ラグビートップリーグプレシーズンマッチ

一流選手のプレーを観戦しよう

東芝対サントリー
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

生涯学習セミナー受講生募集

実技セミナー

■はじめよう！ペン習字／Ｆ
　９月17日から10月15日の金曜日　午
後２時～４時（全５回）　３階研修室／
定員20人／費用3000円（受講料・教材
費）／講師は佐藤順子氏（ＮＨＫ学園講
師）
■日本画入門／Ｆ
　９月24日から11月12日の毎週金曜日
　午後１時半～４時半（全８回）　美術
室／定員18人／費用9000円（受講料・教
材費）／講師は浅岡博司氏（日本画家）
■アクティブストレッチ
　９月29日から12月８日の水曜日　午
後１時半～３時半（全８回）　体育室／
定員45人／費用4000円（受講料）／講師
は入江ひろみ氏（フィットネスインス
トラクター）ほか

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成７年４月１日以前生まれ
の市民／申込みは８月27日（金）（ペン
習字は18日（水））まで（当日消印有効）
に、往復はがきに希望講座名、住所、氏

名（ふりがな）、年齢、電話番号、返信
用あて名を記入して、当セン

ター学習事業
係へ／電子申請可／申込み多数の場
合は初めての方を優先して抽せん

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■森のお話会
　８月14日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／対象は５歳以上の方／内
容は「死人のともだち」「百目」ほか／
語りは十べえお話の会
■お手玉づくり教室
　８月22日（日）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／先着10人／費用300
円／小学３年生以下は保護者同伴／
申込みは電話で当館へ

　３３６・３３７１

■市民ギャラリー「ＦＡＣＴＯＲＹ
21」
　８月18日（水）から22日（日）午前10
時～午後５時（22日は午後４時まで）
　市民ギャラリー／無料／内容は現
代美術に携わる６人の芸術家の平
面・立体の作品展
■市民ギャラリー「地球色展」

　８月24日（火）から29日（日）午前10
時～午後５時（24日は午後１時から、
29日は午後３時まで）　市民ギャラ
リー／無料／内容は平面・立体・映像
作品の展示

　３６０・３３１１

■ベビーマッサージ教室
　10月４日（月）・13日・20日・27日（水）
午後１時10分～２時10分・２時40分
～３時40分（各全４回）　託児室／対
象は生後６か月以下の乳児と母親／
定員各８組／費用3200円（保険料・
オイル代ほか）／内容はオイルを
使ったベビーマッサージの実践／講
師は佐川久美子氏（国際インファン
トマッサージ協会公認インストラク
ター）／申込みは９月２日（木）まで
（必着）に、往復はがき（１組１枚）、ま
たはＦＡＸ（333・0601）に希望時間、
住所、氏名、電話番号、乳児の氏名・生
年月日、返信用あて名を記入して、当
館「ベビーマッサージ教室」係へ／申
込み多数の場合は初めての方を優先
して抽せん

　・子どもサイエンススクール　３３６・６８００

■子どもサイエンススクール「蒸気
船作り」
　８月21日（土）午前９時半～午後零

時半／対象は小学４～６年生／先着30
人／無料／講師は佐々木角雄氏（科学
研究家）／申込みは８月16日（月）午前
９時から電話で当セン

ターへ

　３３０・２０１０

■介護予防講座「骨盤底筋体操と骨コ
ツ体操」
　８月16日（月）午前10時～11時／対象
は65歳以上の市民／先着20人／無料／
内容は簡単にできる尿失禁・骨粗しょ
う症予防体操／申込みは電話で当セン

ターへ

■楽しく体験！！認知症予防教室
　８月24日（火）午後１時半～３時／対
象は介護保険の認定を受けていない
65歳以上の市民／先着25人／無料／内
容は認知症予防教室「遊友クラブ」の体
験と参加者の発表を通して脳の活性化
を図る／申込みは電話で当セン

ターへ
■介護予防講座「楽しく身につく栄養
講座」
　８月26日（木）午後２時～４時／対象
は65歳以上の市民／先着10人／費用
300円／内容は元気な体をつくるための
メニュー／講師はヘルスメイト府中
21会員／申込みは電話で当セン

ターへ
■認知症サポーター「ささえ隊」養成講
座と認知症予防講座
　８月26日（木）午前９時半～11時／対
象は市民／先着30人／無料／内容は認
知症について正しく理解し、知識を身
につける／申込みは電話で当セン

ターへ
■認知症予防に関する介護予防相談会
　８月26日（木）午後１時半～３時半／
対象は介護保険の認定を受けていない
65歳以上の市民／先着12人／無料／内
容は社会福祉士などによる相談（１人
15分程度）／申込みは電話で当セン

ターへ
■いきいきハウス１泊初級健康麻雀
　８月24日（火）・25日（水）／対象は介
護保険の認定を受けていない65歳以上
の市民で、マージャン初級者の方／先
着７人／費用3300円（食費含む）／内容
はマージャンで脳の活性化を図る／申
込みは電話で当セン

ターへ
■いきいきハウス１泊ウォーキング体
験
　８月27日（金）・28日（土）／対象は介
護保険の認定を受けていない65歳以上
の市民で、医師からの運動制限がない
方／先着５人／費用3300円（食費含む）
／内容は日常生活に生かせるウォーキ
ング体験／申込みは電話で当セン

ターへ

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■はじめの一歩～「夢バンク」ボラン
ティア教室
　８月26日（木）午後１時半～４時　６
階会議室／対象はこれから市内でボラ
ンティア活動を始めようと思っている
方／先着20人／内容はボランティア活
動時の心構え、趣味や特技の生かし方、
車いすの扱い方／申込み・問合せは府
中ボランティアセン

ターへ

市のプール市のプール で

美好水遊び広場美好水遊び広場

郷土の森総合プー
ル

郷土の森総合プー
ル

８月31日（火）まで

　問合せは、郷土の森総合プールは郷土の森総合体育館
（３６３・８１１１）、美好水遊び広場・各地域プール・市民
プールは生涯学習スポーツ課施設係（３３５・４４８８）
へ。

　白糸台・小柳町・新町・武蔵台・西府町にある地域プー
ルには、長さが25メートルのプールと深さが10～30
センチメートルほどの幼児用のプールがあります。ま
た、寿町には、長さが50メートルの市民プールがあり
ます。
※市民プールの夜間利用は８月20日（金）までです。

　郷土の森総合プールに
は、流れるプールやウォー
タースライダー、幼児用の
プールがあり、家族で楽し
く過ごせます

　美好水遊び広場は
幼児用で、水の仕掛
けがたくさんあり、
小さな子どもが楽し
く遊べます

地域プール地域プール

をを満喫満喫夏夏

▲介護予防体操で元気な身体を
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